
山
梨
。大
坪
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
梨
県
甲
府
市
横
根
町
大
坪

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
五
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
坪
遺
跡
発
掘
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
櫛
原
功

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
生
産
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
ｔ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
坪
遺
跡
は
甲
府
盆
地
中
央
、
北
縁
部
の
低
地
、
標
高
二
六
〇
ｍ
に
立
地
す

る
。
北
側
の
山
麓
に
は
横
根

・
桜
井
積
石
塚
古
墳
群
が
展
開
し
、
東
方
に
は
川

田
瓦
窯
跡
、
上
土
器
瓦
窯
跡
が

所
在
す
る
。
本
遺
跡
で
は
か
つ

て
三
度
の
調
査
が
行
な
わ
れ
、

土
師
器
焼
成
土
坑
が
数
基
検
出

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
奈
良
時

代

。
平
安
時
代
の
甲
斐
型
土
器

の
生
産
遺
跡
と
さ
れ
る
。　
一
九

人
三
年
に
は

「甲
斐
国
山
梨
郡

表
門
」
と
ヘ
ラ
書
き
さ
れ
た
土

師
器
皿
（九
世
紀
後
半
）
が
発
見
さ
れ
、
『和
名
類
飛
抄
』
記
載
郷
名

「表
門

（ウ

ハ
ト
）」
と

一
致
し
、
「和
戸
町
」
が
遺
称
地
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た

近
年
、
周
辺
の
調
査
で
小
金
銅
仏
、
蝉
飾
り
の
海
老
錠
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

老
人
ホ
ー
ム
建
設
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
た
今
回
の
調
査
で
は
、
集
落
と
旧

河
道
が
検
出
さ
れ
た
。
旧
河
道
地
点
で
は
、　
一
〇
ｍ
四
方
の
調
査
区
か
ら
多
量

の
木
製
品

（梁

・
板
材

。
部
材
。
曲
物
・
木
皿
・
木
箱
。
櫛
・
下
駄
・
斎
串
・
斎
串
状

木
製
品
・
刀
形
・
田
下
駄
・
糸
巻
き
。
付
札
状
木
製
品
・
水
車
車
軸
・
角
柱
）、
七
―

一
〇
世
紀
の
土
師
器
類
と
と
も
に
、
木
簡
が

一
点
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中

で
水
車
車
軸
は

一
〇
世
紀
に
遡
る
資
料
で
あ
り
、
類
例
を
知
ら
な
い
。
ほ
か
に

黒
漆
の
残
る
巡
方

。
円
面
硯
片

・
瓦
塔
片

。
須
恵
器
重
Ｇ
な
ど
も
出
土
し
、
本

遺
跡
が
宗
教
施
設
を
備
え
た
郷
の
中
心
的
な
集
落
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
墨
書
土
器
に
は

「道
」
「石
」
「大
」
「第
」
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪

「日

□

□
　
　
　
□
　
　

　

　
　

　

（壺
×
解受
Φ
忌

文
字
は
二
行
推
測
さ
れ
る
が
、
墨
痕
は
薄
く
、
左
右
が
二
次
的
に
削
ら
れ
て

い
る
た
め
判
読
不
可
能
。
裏
面
に
は
墨
書
は
な
い
。

（櫛
原
功
一
〈側
山
梨
文
化
財
研
究
所
》

潮

(甲 府)




